
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 課題研究 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

主にコンピュータを利用した実習の授業です。日本情報処理検定協会の検定問題を元に技術修得を目指します。ワープロ

ソフトを使用した文字入力や表計算ソフトを使用したグラフや計算式の作成、修得した知識や技能を駆使したレポート作

成及び発表など、この授業で学習することが今後の生活や仕事で活かしていけることを期待しています。 

 

２ 学習の到達目標 

・職業資格の取得等のため、専門的な知識と技術の修得をめざす。 

・論理的な表現力等を身につける。 

・成果物を整理し、わかりやすく発表することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・情報に関する諸課題に

ついての関心をもち、そ

の改善・向上を目指して

主体的に取り組もうとす

るとともに、実践的な態

度を身に付ける 

・情報に関する諸課題の

解決を目指して思考を深

め、基礎的。基本的な知

識と技術を基に、情報産

業に携わる者として適切

に判断し、表現する創造

的な能力を身に付ける 

・情報に関する基礎的・

基本的な技術を身に付

け、情報の各分野に関す

る諸活動を合理的に計画

し、その技術を適切に活

用している。 

・情報に関する基礎的・

基本的な知識を身に付

け、現代社会における情

報及び情報産業の意義

や役割を理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習データ 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習データ 

自己評価・相互評価 

等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習データ 

実技テストの結果 

課題作品 

発表の内容 

等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習データ 

実技テストの結果 

定期考査の結果 

発表の様子 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

検
定
取
得 

○日本語ワープロ検定の取得

を目指す 

○自分で目標を決めて、その

達成に向けて工夫・練習す

る 

○ ○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を意識し

積極的に課題作成に取り組むこ

とができたか。 

b:情報を表現するときに、状況に

応じて適切な表現方法を判断す

ることができたか。 

c:情報を表現するときに、ソフト

ウェアを適切に操作し情報を発

信することができるか。 

d:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を理解で

きたか。 

授業観察 

ワークシー

ト 

実習課題 

検
定
取
得 

○日本語ワープロ検定の取得

を目指す 

○自分で目標を決めて、その

達成に向けて工夫・練習す

る 

○手紙の書き方 

○ ○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を意識し

積極的に課題作成に取りむこと

ができたか。 

b:情報を表現するときに、状況に

応じて適切な表現方法を判断す

ることができたか。 

c:情報を表現するときに、ソフト

ウェアを適切に操作し情報を発

信することができるか。 

d:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を理解で

きたか。 

授業観察 

ワークシー

ト 

実習課題 

定期考査 

実技テスト 

二
学
期 

検
定
取
得 

○表計算検定の取得を目指す 

○自分で目標を決めて、その

達成に向けて工夫・練習す

る 

○ ○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:数値で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を意識し

積極的に課題作成に取り組むこ

とができたか。 

b:情報を表現するときに、状況に

応じて適切な表現方法を判断す

ることができたか。 

c:情報を表現するときに、ソフト

ウェアを適切に操作し情報を発

信することができるか。 

d:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を理解で

きたか。 

授業観察 

ワークシー

ト 

実習課題 

実技テスト 

発表 

レ
ポ
ー
ト
の
作
成
及
び
発
表 

○テーマを決定し、調査・情

報収集を行う 

○ワープロと表計算で修得し

た技術を用いてレポートを

作成する 

○お互いに発表し、相互評価

を行う 

 ○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を意識し

積極的に課題作成に取り組むこ

とができたか。 

b:情報を表現するときに、状況に

応じて適切な表現方法を判断す

ることができたか。 

c:情報を表現するときに、ソフト

ウェアを適切に操作し情報を発

信することができるか。 

d:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を理解で

きたか。 

授業観察 

ワークシー

ト 

実習課題 

発表 
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三
学
期 

ま
と
め 

○１年間を振り返り、まとめ

を行う 

○ ○ ○ ○ a:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を意識し

積極的に課題作成に取り組むこ

とができたか。 

b:情報を表現するときに、状況に

応じて適切な表現方法を判断す

ることができたか。 

c:情報を表現するときに、ソフト

ウェアを適切に操作し情報を発

信することができるか。 

d:文書で情報を表現するときに、

それぞれの利点や特性を理解で

きたか。 

授業観察 

ワークシー

ト 

実習課題 

発表 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


